







Complaining behavior and personal traits
田中 泰恵　西川 千登世　澤口 右京　渋谷 昌三
（Yasue Tanaka　Chitose nishikawa　Ukyo sawaguChi　shozo shibuYa）
Abst ract
Recently, an increase in self-centered and unreasonable complaints has become a social 
problem. whereas, others that suffer losses, or damages are unable to make complaints. This 
study examined differences in personal traits related to complaining behavior. an internet 
questionnaire survey was conducted with people aged 30 ─40 years （n=620）. The responses 
of those that indicated, “Recently i made a complaint” （n=256） and “i did not make a 
complaint” （n=278） were analyzed （n=534）, with complaining behavior （making a complaint 
or not） as the independent variable and aggressiveness, logical thinking, communication skills 
scale scores, which were considered to be related to complaining behavior, as dependent 
variables. The results indicated that people making complaints showed high scores for “logical 
thinking,” “interpersonal stress skills,” “general management skills,” and “communication 
skills.” Moreover, males had high scores for “verbal aggression” when making complaints, 
whereas females had high scores for “inquiring mind” and “objectiveness”. Furthermore, 
“hostility” and “physical aggression” were higher in males than in females, however, there 
were no gender differences in complaining behavior, suggesting that these two items were 
not related to complaining behavior.
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ろ、 第 一 因 子 か ら 順 に α= .87、 α= .85、
α=.85と十分な信頼性が得られた。以上の因
子分析の結果から各尺度は30～ 49歳において
田中 泰恵　西川 千登世　澤口 右京　渋谷 昌三58
表1　日本版Buss-Perry攻撃性尺度　因子分析結果（主因子法　プロマックス回転）
番号 項目 短気 敵意 身体的攻撃 言語的攻撃
8 ばかにされると，すぐ頭に血がのぼる .83 -.03 -.07 -.05
6 かっとなることを抑えるのが難しいときがある .72 .05 -.12 .11
11 いらいらしていると，すぐ顔に出る .64 -.06 -.04 -.06
4 ちょっとした言い合いでも，声が大きくなる .62 -.12 .00 .22
13 たいした理由もなくかっとなることがある .59 .09 .06 -.20
15 私を嫌っている人は結構いると思う -.11 .81 .04 .04
23 友人の中には，私のことを陰であれこれ言っている人がいるかもしれない .15 .64 -.06 .01
10 私を苦しめようと思っている人はいない .16 -.54 .12 -.03
20 嫌いな人に出会うことが多い .07 .51 .22 -.01
7 陰で人から笑われているように思うことがある .35 .45 -.04 -.22
18 人からばかにされたり，意地悪されたと感じたことはほとんどない .02 -.45 .19 -.04
16 人とよく意見が対立する .10 .45 .15 .20
19 権利を守るためには暴力もやくをえないと思う -.12 .02 .76 .00
2 どんな場合でも，暴力に正当な理由があると思えない .24 .06 -.62 .10
21 なぐられたら，なぐり返すと思う .14 -.18 .61 .16
14 挑発されたら，相手をなぐりたくなるかもしれない .31 -.10 .60 -.04
17 人をなぐりたいという気持ちになることがある .05 .17 .56 .01
5 相手が先に手を出したとしても，やりかえさない -.07 .16 -.40 -.02
3 誰かに不愉快なことをされたら，不愉快だとはっきり言う -.02 .08 -.05 .73
9 友達の意見に賛成できないときには，はっきり言う -.06 -.05 .03 .63
22 自分の権利は遠慮しないで主張する .02 .07 .04 .62
1 意見が対立したときは，議論しないと気がすまない .27 -.05 -.10 .60
12 でしゃばる人がいても，たしなめることができない .33 -.06 -.01 -.45
※ かっとなって，物を壊したくなることがある
表2　批判的思考態度尺度　因子分析結果（主因子法　プロマックス回転）
番号 項目 論理的思考への自覚 探究心 客観性 証拠の重視
2 考えをまとめることが得意だ .93 -.05 -.05 -.03
3 物事を正確に考えることに自信がある .85 -.06 .00 -.02
1 複雑な問題について順序立てて考えることが得意だ .84 -.03 -.06 .03
4 誰もが納得できるような説明をすることができる .79 .00 -.09 -.04
9 道筋を立てて物事を考える .68 .00 .06 .15
8 一筋縄ではいかないような難しい問題に対しても取り組みつづけることができる .63 .08 .04 .02
6 公平な見方をするので、私は仲間から判断を任される .58 .05 .12 -.08
7 何かの問題に取り組む時は、しっかりと集中することができる .49 .08 .07 .08
13 さまざまな文化について学びたいと思う -.04 .93 -.13 .00
11 生涯にわたり新しいことを学びつづけたいと思う .04 .88 .01 -.09
12 新しいものにチャレンジするのが好きである .14 .84 -.17 -.08
15 自分とは違う考え方の人に興味を持つ -.02 .75 -.06 .04
16 どんな話題に対しても、もっと知りたいと思う -.02 .70 -.04 -.02
14 外国人がどのように考えるかを勉強することは、意義のあることだと思う -.18 .69 .00 .16
10 いろいろな考え方の人と接して多くのことを学びたい .07 .68 .08 -.06
19 物事を決めるときには、客観的な態度を心がける .01 -.01 .79 .04
20 一つ二つの立場だけではなく、できるだけ多くの立場から考えようとする .02 .07 .78 .02
21 自分が無意識のうちに偏った見方をしていないか振り返るようにしている .04 .17 .53 .07
18 物事を見るときに自分の立場からしか見ない .05 .17 -.49 -.01
17 いつも偏りのない判断をしようとする .01 .28 .46 .02
22 自分の意見について話し合うときには、私は中立の立場ではいられない -.03 .14 -.40 .24
24 結論をくだす場合には、確たる証拠の有無にこだわる .02 -.01 -.22 .90
25 判断をくだす際は、できるだけ多くの事実や証拠を調べる .04 .04 .04 .77
26 何事も、少しも疑わずに信じ込んだりはしない -.02 -.09 .10 .49
※ 何か複雑な問題を考えると、混乱してしまう
※ たとえ意見が合わない人の話にも耳をかたむける
注）※は今回使用しなかった項目 因子間相関 F1 F2 F3 F4
F1 － .43 .52 .44
F2 － .57 .43
F3 － .52
F4 －
注）※は今回使用しなかった項目 因子間相関 F1 F2 F3 F4
F1 － .54 .60 .33

























































7 こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できる .84 -.14 .07
8 気まずいことがあった相手と、上手に和解できる .72 .16 -.11
6 まわりの人たちとの間でトラブルが起きても、それを上手に処理できる .72 .13 .01
11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けられる .66 .09 .05
4 相手が怒っているときに、うまくなだめることができる .39 .30 .06
1 他人と話していて、あまり会話が途切れない .06 .72 -.10
15 初対面の人に、自己紹介が上手にできる .11 .69 -.05
10 他人が話しているところに、気軽に参加できる .19 .62 -.08
3 他人を助けることを、上手にやれる -.07 .59 .30
13 自分の感情や気持ちを、素直に表現できる .00 .51 .20
16 何か失敗したとき、すぐに謝ることができる -.21 .41 .33
2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができる .26 .41 .14
18 仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じない -.06 .05 .75
9 仕事をするときに、何をどうやったらよいか決められる -.01 .01 .75
12 仕事上で、どこに問題があるかすぐにみつけることができる .27 -.16 .69
17 まわりの人たちが自分と違った考えを持っていても、うまくやっていける .02 .23 .48
14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できる .37 -.02 .48
※ 知らない人とでも、すぐに会話が始められる
注）※は今回使用しなかった項目 因子間相関 F1 F2 F3
F1 － .71 .69
F2 － .67
F3 －

























短気 3.04 3.04 2.97 2.98 .01 1.07 .01
（.80） （.78） （.76） （.73）
敵意 2.98 2.76 2.97 2.85 11.35 ** .71 .95
（.56） （.63） （.58） （.53）
身体的攻撃 2.69 2.37 2.65 2.36 30.45 ** .21 .05
（.68） （.64） （.64） （.59）
言語的攻撃 3.25 3.02 2.81 2.79 5.35 * 40.39 ** 4.05 *
（.56） （.68） （.61） （.58）
 * p<.05   ** p<.01　　（　）内はSD
表５ 性別とクレーム経験による批判的思考態度の分散分析結果













3.40 3.26 3.20 3.05 5.50 * 12.16 ** .01
（.67） （.67） （.66） （.71）
探究心
3.58 3.70 3.51 3.48 .37 4.76 * 1.23
（.69） （.75） （.81） （.81）
客観性
3.42 3.54 3.37 3.36 1.38 6.00 * 2.07
（.54） （.58） （.58） （.52）
証拠の重視
3.57 3.57 3.55 3.42 1.04 1.90 1.15
（.77） （.67） （.70） （.61）
 * p<.05   ** p<.01　　（　）内はSD
表６　性別とクレーム経験によるKiSS-18の分散分析結果











対人ストレス 3.00 2.99 2.76 2.75 .03 16.42 ** .01
スキル （.69） （.67） （.67） （.68）
コミュニケー 3.14 3.26 2.95 3.11 5.27 * 8.53 ** .16
ションスキル （.66） （.70） （.66） （.69）
一般的マネー 3.32 3.40 3.15 3.22 1.69 8.91 ** .01
ジメントスキル （.62） （.65） （.67） （.68）
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